
年 月

日間

投与順 ﾙｰﾄ・方法 1 2 3 4 5 6 7
膀胱内注入 0.6 本 / body ●

30 mg / body ●

/

前日：鑑査後、外来化学療法室連絡票と注射払出箋（控）を薬剤部の外来払い出し棚に払い出す。
当日：実施連絡を受けた後、連絡票を確認し、最優先で調製。シリンジはジッパー付き袋に入れ、専用ケースにいれる。調製後泌尿器科外来に連絡し看護師又はMAに手渡す。

50ｍＬシリンジで払出す。
【投与上の注意】

【調剤・払い出し】

膀胱がん
術後補助化学療法

生食50mL

適応分類
１コース日数

治療スケジュール　・　投 与 日 程 （ 投 与 日 は ● ）
薬　剤　名

7

1

総コース数

膀胱内注入。６0分間クランプ後解除

―

抗がん剤投与量・投与日 ピノルビン30mg/body　day1

ピノルビン注

投  与  量 投与時間
（day）

不明コース8 催吐性リスク

レジメン登録フォーマット
申請年月日
登録診療科
レジメン名
疾患名

【８回投与】ピノルビン膀注

令和4年8月1日
泌尿器科

使用開始日
申請医師 吉田栄宏 化学療法委員会承認年月 令和

適応の備考
原則術後ピノルビン即時膀注の2週目以降３ヶ月以内に、1週間毎に8回（８週間）施行する。


